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　特定事業所内の石油タンクで火災が発生したことを想

定し、自衛防災組織等の保有する消防車両を活用した消

火活動競技を行いました。

　推薦組織が20を超えたことから、ビデオ審査による

予選を行いました。予選を通過した20の自衛防災組織

等を対象に、10月５日から10月30日の期間に消防庁の

職員が当該事業所に出向き、隊員等の安全管理、消防車

両等の確実な操作や取扱いについて審査しました。

　11月16日（金）に消防庁長官を委員長とする審査・

表彰委員会を開催し、最優秀賞（総務大臣表彰）１組織、

優秀賞（総務大臣表彰）４組織、奨励賞（消防庁長官表

彰）15組織を決定しました。（［　］内は事業所名）

＜最優秀賞＞

　株式会社ＫＳＰ大黒神奈川共同防災センター

＜優秀賞＞

　川崎市千鳥地区防災協議会

「平成30年度　石油コンビナート等における自衛防災
組織の技能コンテスト」について

特殊災害室

　石油コンビナート等の特定事業所には、火災や爆発等

の災害に対応するため、防災要員や消防車両等を備えた

自衛消防組織や共同防災組織（以下、「自衛防災組織等」

という。）が置かれています。

　消防庁では、特定事業所の防災を担う自衛防災組織等

の防災要員の技能及び士気の向上を図り、防災体制を充

実強化することを目的とした「石油コンビナート等にお

ける自衛防災組織の技能コンテスト」を平成26年度か

ら実施しています。

　全国745（平成30年４月１日現在）の自衛防災組織等

のうち、「大型化学高所放水車及び泡原液搬送車」又は「高

所放水車（大型化学高所放水車、大型高所放水車又は普

通高所放水車をいう。）及び化学消防車（大型化学消防

車又は甲種普通化学消防車をいう。）」を保有する自衛防

災組織等を対象にしており、管轄する消防本部からの推

薦が参加条件となります。

　今年度は、36の消防本部から推薦された４２の自衛

防災組織等が参加しました。

１　趣旨及び目的

４　コンテストの結果２　競技の概要

３　参加組織
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問合わせ先
　消防庁特殊災害室　
　TEL: 03-5253-7528

６　おわりに

　石油コンビナートでは、一度災害が発生すれば被害が

甚大なものとなることから、災害の発生、拡大の防止の

ために自衛防災組織等が果たす役割は非常に大きいもの

があります。今後も、各事業所においては、災害の予防

に努めていただくとともに、自衛防災体制の強化を図っ

ていただきたいと思います。なお、技能コンテストに関

　平成30年12月14日（金）に、東海大学校友会館（東

京都千代田区霞が関３－２－５）において、総務大臣賞

表彰式を開催し、黒田消防庁長官から総務大臣賞を受賞

した５組織に表彰状と記念品を授与しました。

５　総務大臣賞表彰式

　�三井化学株式会社大阪工場自衛防災組織［三井化学株

式会社大阪工場］

　�関西国際空港航空機給油施設自衛防災組織［新関西国

際空港株式会社］

　�三井化学株式会社岩国大竹工場自衛防災組織［三井化

学株式会社岩国大竹工場］

する詳細は総務省消防庁のホームページ（http://www.

fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList4_18.html）に掲載

しておりますので、ご覧ください。

株式会社ＫＳＰ大黒神奈川共同防災センター

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList4_18.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList4_18.html

